
。

。み
ん
な
で
木
ぞ
植
え
ま

し

ょ

う

.，で町ー

河
土
…
械
化
郷
土
織
化
。
危
め
の
運
動
が
今
市
も
抗
戦
の
泊
り
先
月
か
、
り
始

め
ら
れ
、
街
に
は
級
の
百
羽
根
の
必
余
が
行
わ
れ
て
隠
り
ま
ナ
。
即
ち
今
月
は

一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
愛
畠
岩
閉
山
に
、
「
一
人
一
高
土
の
線
巴

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
諸
山
側
紹
九
品
値
制
漣
一
切
を
一
川
一力
に
進
め
て
い
ま
す
の
で
令
嗣

体、

F
M刷
版
、
ゑ
仰
J

が
…
挺
で
も
‘
進
ん
で
御
陥

E
hト♂
る
時
符
濯
い
と
レ
弐

す
。
円
程
d

ば
は
川
町
辺
町
4

の
ポ
ス
タ
ー
u

一
り
ま
す
か
b
、
必
ず
申
告
さ
れ
る
よ
う
~
に
よ
り
、
回

.ι
芸
品
川
位
。
川
誌
が
四

一h
d
願
い
致
し
ま
す
。
一
ヶ
月
延
期
さ
れ
ま
レ
た
の
で
(
毎
工
一

一

V
第
一
種
栂
築
制
一
月
ま
で
に
評
問
ず
る
の
が
、
一
4
1
い
に
限

一

v
m二
碕
掛
川
品
開
及
び
装
Jq

一
り
六
月
一
ニ
十
円
ど
一
十
七
年
限
の
川
辺

一

v
m一
一
一
問
附
畑
一
一
民
連
税
は
、
昨
d
i
の
前
回
開
問
を
も
っ
℃

一

v
m四
相
川
畑
及
。
淫
搬
具
一
第
一
、
列
二
河
川
中
世
保
税
し
、
初
日
終

一

V
第
五
一
組

T
E一
帯
同
県
及
び
備
品
一
了
後
、
一
点
四
刈
川
五
バ
で
精
算
す
る
乙

一

巳
右
の
う
ち
・
自
室
税
・
自
閥
、一
と
に
な
っ
て
層
的
自
次
の
す

一
軍
税
。
刈
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
↑
で
す
。

街

を

き

れ

い

に

踏

出

掛

川

一

な

何

時

計

の

固

定

資

産

税

の

課

税

一

山

一

一

日

誌

官

約

-
|
町
:
，

.
4
・

L
F
'
p

，
f
:
i
B

一
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
訟
の

一
山

壁

一

一一月
U

内
税
務
課
V

都

市

美

化

運

動

を

民

闘

十

時

P
Rま
必
忠
義
両
日

。
春
の
大
掃
除
。
日
割
堤
玄
4
0

一
目
L
-ノ
p
-
Y
7
2
E

一

狂

犬

病

を

強

防

し

ま

し

ょ

う

木
市
で
は
今
月
巾
市
内
各
町
毎
日
旨
割
一
一
巾
美
信
連
動
車
』
起
し
、

「街
を
き
た
二

V
同
六
白
川
町
、
ぷ
川
、
仙
伎
町
、一

を
氾
め
て
春
の
六
一
掃
除
夜
行
う
ほ
か
、
一
に
、
容
義
深
に
」
と
同
国
一
鹿
島
斗
の
改
一
間
市
町
、
片
良
一
刷
、
山
川
町

一
春
一
は
狂
カ
病
の
発
生
レ
易
い
時
で
す
が
一
迷
司
棋
を
か
け
る
結
果
と
な
り
ま
ず
か
ら

陽
春
の
街
頭
を
唱
に
じ
く
す
る
た
め
、
部
一
遥
こ
努
め
る
ア
)
と
に
な
り
ま
し
た
。
£
一

V
同
七
日
北
曲
輸
出
、
耐
明
刷
、
向
一

E
ー
く
も
二
月
二
十
九
一
旦
石
神
阿
万
面
に

↑
愛
き
乞
狂
犬
病
か
b
守
る
た
め
、
他
人

l
l
l
一
P
レ
い
こ
と
は
、
近
く
阿
賀
板
走
り
他
、
一
町

一
発
生
レ
数
人
の
も
の
が
面
ぶ
つ
か
れ
た
?
に
迷
磁
を
か
け
な
い
た
め
、
必
ら
ず
犬

万
一
で
お
知
ら
せ
レ
ま
す
か
旬
、
部
川
喜
一

百

八
日
栄
町
、
誠
菌
、
一
一
二
ニ
才
一
と
い
う
事
件
が
お
と
り
ま
し
た
。
ご
の
一
を
繋
い
で
置
い
て
下
ざ
た

創
刊
さ

一
定
化
の
た
の
ほ
、
市
民
の
出
自
主
ん
が
進
一
川
町

一
た
め
一
ニ
月
十
一
臼
に
知
事
か
b
市
内
の
一

1
1
1
11

一

一

一

一

花

の

栽

培

講

習

忠

慌

の

一
ん
で
御
協
力
下
ぎ
る
様
肴
援
い
た
レ
京
一

円
vm九
J

一
二
四
才
川
町
、
司
領
町
一
飼
い
犬
全
部
に
対
レ
繋
留
命
令
が
凶
ま

一

松
一
す
。
と
の
春
の
九
四
時
仲
間
の
日
割
は
き
一

V
同
十
日
諮
問
、
一
ユ
七
岩
間
町

一
し
た
。
と
の
命
走
塁
反
す
る
と
狂
犬

一
犯
の
栽
培
一
薯
会
は
四
月
一
日
午
同
九

徳

一
通
り
差
益
レ
ぉ
。
当
日
雨
天
良
一

V
間
十
一
日
一
一
一
八
岩
臣
、
室
町
石
予
防
法
第
二
十
七
管
室
に
よ
り
一
宮
島
雪
量
産
会
館
で
開
催

也
回

一
時
訪
日
町
、
天
川
町
、

L
H一
一

日

山

山

内

~

錦

町

一

話

料

諮

問

民

訪

日

一

時

訪

問

絞

殺

昨

日

劃
松
一

v同
一
百
曲
盟
、
南
閣
官
、
石
一
六
位

一
時
は
自
家
は
も
ち
ろ
ん
附
近
の
人
々
に
一
霊
を
敏
泡
し
ま
す
の
畠

政

志

叩
人
一
川
町
、

f

一
v同
十

四

二

川
原
則

E

E

l

-

-

1

1

1

1

1

1
1
1

1

1

晶

一

V
同

一

一

一

日

早

凶

、

大

宮

喜

一

面

一

政

治

資

金

規

正

関

係

事

務

の

一
叩
部
一

V
間
四
d
t
i
J
t守一切

，

一
円
奏
町
、
凶
川
町
、
江
川
町
、
紺
屋
町

一

講

習

曾

を

今

刃

申

句

に

開

催

罰
一
一
V
M況
は
矧
ケ
沢
町
、
山
山
J

柳
町
、
一
一
一
俊
町
、
新
館
町
‘
悦
町
は
未
定
)

一

日

脚

版

一

宅

制

↑

俗

宗

U

一
鯨

雲

市

の

選

挙

霊

童

会

議

で

一

-V
四
月
一
百
二
八
一
毛
町
公
民
間
V

占
齢
出
一

'1

1
1
1
1
1
JI
l
l
1
11
11
1El

一
今
月
剛
旬
政
治
資
金
規
正
陶
係
の
ま
務
一
四
日
本
町
会
民
専
七
日
喜
型

補

一

今

月

は

市

民

税

申

告

一
昨

日

目

立

軒

町

一

に

む

一

時

紅

白

制

作

崎

町

刷
新

一

洩

れ

な

く

提

出

し

て

下

さ

い

一
主
幹
去
、
者
己
責
正
一
お
は
学
日
開
レ
一
六
供
L
務
監
V
二
十
一
日
一
一
一
八
日
一
柳

橋
附
宅

↑
査
本
慌
の
一
市
聞
は
ノ
似
の
主
河
が
リ
妥
レ
一
日
間
の
改
止
に
伴
い
出
燃
例
を
一
郎
改
止
一
て
下
さ
る
隊
一
久
一
般
村
誠
治
の
方
も
多
一
町
会
会
主
主

干
主
同
一
一
一
一
一
一
才
川
町

福

と
た
の
で
、
市
で
皆
川
阜
品
巨
巾

一
ず
る
予
定
な
の
で
、
ま
だ
限
定
し
ま
せ
一
数
仰
い
掛
け
芸
義
務
望
い
た
し
ま
一
一
堅
官
八
時
間
は
喜
一
時
1
四

L
L芸
品
重
し
ま
ず
か
ら
、
洩
れ
な
一
ん
が
、
給
量
は
ほ
ぼ
昨
干
と
同
様
に
一
ナ
。
臼
取
は
決
一
応
次
第
四
輔
君
そ
の
他

↑

e

内
宮
川
ア
¥
申
告
さ
礼
る
よ
う
お
願
い
き
ま
す
一
な
る
予
定
で
す
。
♀

g

-でお
ιι
直

河

川

晶

君

一

l
i
l
r
l

江

一

税

率

、

諜

2
3
2単
一

一

乳

幼

児
7

察

官

喜

一

ア

マ

チ

ュ

ア

ア
マ
チ
ュ
ア
陶

器
性
一

賞

P
雲
華
D
1
L吉
一

ー
で
は
し
H
児

暴

露

討

を

は

か

一

白

轄

車

競

技

監

禁

競

技

F

住
去
占
詰
白
Qv
・
可
斗
仁
一
円

?

一

』

-5

41

1

1

d

一
る
た
め
、
次
の
泊
り
市
内
の
各
所
で
O
一選
手
権
天
会
が
一
巾
後
援
で
似
る
十
二
、

一

固

定

資

産

税

の

許

債

と

課

枯

一
才
し
か
り
小
学
校
司
会
前
ま
で
の
お
の
健
一
三
両
日
一
巾
蛍
競
輪
宅
開
催
ぎ
れ
ま
す

一
均
・
万
位
以
り
況
一
足
に
よ
り
本
年
一
月
一
-
摩
を
所
一
伺
レ
て
い
る
人
は
償
却
資
産
の
一
一
段
議
断
と
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
か
、
り

一
参
加
選
手
は
百
十
名
の
予
定
で
す
。

一
日
均
十
位
に
於
て
攻
に
渇
げ
る
1
4
諮
問
一
民
一
巾
此
口
一
滋
キ

-m州
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居

一
進
ん
で
御
利
用
を
阪
い
ま
す
。

F

〈
教
学
課
〉
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さ
に
圃
閉
じ
て
、
ま
め
仁
割引
川
刊
を
加
減
レ

ら
は
、
余
-Mさ
え
仰
な
け
れ
ば
一
一
週
削
の
惨
断
を
受
け
病
気
の
昂
滋
乏
余
病
の

て
h
T
る
こ
と
は
火
切
な
乙
と
で
す
。
叉
伎
で
除
滋
す
『
ぬ
も
の
で
す
が
、
時
に
は

併
発
を
防
ぐ
こ
と
に
努
め
る
と
と
が
お

時
元
気
に
罪
組
っ
て
混
ん
で
い
た
子
供
肺
炎
を
ひ
き
起
保
健
奪
わ
れ
る
乙

切
で
す
J

.

〈
術
性

悪

‘
の
汗
の
始
末
に
も
、

充
分
魚
を
づ
け
て
と
も
あ
り
ま
す
か
b
バ
wmな
・
対
策
だ

f

む

防

除

濃

忍

加
問
で
円
融
ト
ト

E
EB問
R
EP風邪
な
と
柚
断
レ
な
い
で
、
aRい
う
ち
に
医
師

l
1
1
1
1
1
1
i
l

h
M

持
続
十
諒
諮
問
服
部
認
誌
終

近

日

臨

時

号

会

発

行

内

で
は
あ
り
会
ぜ
ん
。
懸
い
か
b
と
い
っ
・
で
す
。
患
い
断
か
ら
愈
に
煩
い
義

昭

和

二

十

七

年

度

強

算

、

同

ニ

宇

五

宅

度

決

算

そ

の

他

は

三

万

対

日

市

襲

舎

で

で、

h
U
ぞ
み
に
事
着
さ
せ
る
と
と
が
ょ

に
さ
ら
さ
れ
る
勺
、
混
彪
の
急
変
が
風

小
釈
明
品
く、

特
に
弱
い
子
供
で
な
い
郊
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
が
、
費
量

審

決

さ

れ

ま

し

た

の

で

、

託

く

と

れ

を

掲

載

し

て

木

紙

臨

時

搬

を

費

行

し

ま

す
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時
点
苔

風
邪
を
ひ
か
な
い
様
に

草
分
気

け
ま
し
ょ
う

続 マ
馬 特合
室宜 野IJ ハ
交収 会 生~ プJ 富「

';1' ~~ 、y

E塁限予収 別 コ塁
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言実博人 俳脅さ
~~~ V-i司v. 't空 4
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線到な民γ1 7.1< 競
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主主七三輪文収支収支収
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')j金問問高官主話完
円余 宍 寓

をと 宗毛拐さ
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福そ 111苔呈憲幸
aj' ~~ ~登志望巧

に愉 一一j

l常税q丈入3拝客員会f年122い
団
山
屯
作
凡

z、
」
、
日
当

ν
D

，H
H
u
c
m
叫
M
l
-
-
ノ
J
'
'
H
Vト

cr

税
目
別
に
見
た
成
績

市
民
併
さ
ん
の
品
川
役
と
は
V
M
山
間
係
の
深
六
四
%
の
収
入
を
児
、
開
定
額
て
何
九

い
一
一
概
念
計
の
収
入
は
、
予
科
回
侭
八
百
七
万
二
千
百
四
十
九
円
に
対
レ
宜
-
一

千
七
M
M
八
十
八
万
六
千
四
口
二
十
四
川
↑

・
七
%
の
収
入
が
あ
り
ま
し

p
o
以
下

に
対
し
、
宜
一
一
一

・
九
%
が
収
日
ノ
出
町
み
と
一
一
税
目
別
に
す
る
と
次
の
前
り
で
す
。

な

っ

て

宿

り

ま

す

。

と

の

日

な

お

も

の

一

詮

校

千

巴

は

一

山

続

、

同

防

交

い

い

令

、

一

円

術

交

付

役

一

対

予

一

予

算

・

収

入

主

主

の

韓

交

付

額

容

器

志

、

り

の

級

一

税

関

駅

恵

例

t

入
金
で
す
。
叉
一
川
一
判
の
す
、
収
入
総
一
市
民
税
金
、
富
菜
、
。
肉
一
歪
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頗
は
、
交
い
川
総
m
m
に
比
し
て
六
百
八
十
一
司
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一
日
拘
置
。
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窓
口
君
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同
志

八
万
一
千
九
刊
九
十
一
円
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務
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否
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ハ
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時

前
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念
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と
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節
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念

り
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泊
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一
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山
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一
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喜
一
・
き

由
一

世
相
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潟
じ
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補
っ
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ま
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3
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回
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日
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刊
誌
協
力
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あ
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旧
訟
に
よ
一
=
一
、
車
問
、
室
一
天

一
る
税
収
入
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1

・
一
一
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占
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市
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一
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一
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千
一
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H
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以
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別
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泌
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?
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一
望
筑
に
対
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対
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一
氏
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ぬ
い
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い
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点
か
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ま
す
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一
一
戸
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一
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戸
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一
一
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予

鉱

閉

向

調

定

阪
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白
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円
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円

円
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円
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円
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宅
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E
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宅
内

廿
玄
何
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回
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一
一
Q
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E
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廿

六

定
一
一吉一
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一

豆
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叡
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二
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市
民
一

H
H一
り
、
一
人
当
一
一

り
の
民
引
開
は
次
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濁
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で
す
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円
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下
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さ
に
照
じ
て
、
ま
め
に
綱
相川仰を
加
減
レ

ら
ば
、
余
計
さ
え
仰
な
け
れ
ば
一

一
週
刷
の
防
断
を
受
け
病
気
の
開
準
と
余
病
の

て
h

T
4

ぬ
こ
と
は
火
切
な
乙
と
で
す
。
叉

伎
で
締
過
す
司ぬ
も
の
で
す
が
、
時
に
は

併
惜加を
防
ぐ
こ
と
に
努
ゆ
る
と
と
が
お

仁

一震
に
駈
け
飼
っ
て
選
ん
で
い
た

長

肺
炎
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ひ
き
却
し
即
応
由
縁
わ
れ
き

切
足
す
J

ハ
術
性
患

.
の
汗
町
一
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も
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充
分
画
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を
A
M

け
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と
も
あ
り
ま
す
か
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A
M
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策
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E
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際
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念
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臨
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泳
い
で
、
・
い
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も
に
臨
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1
1
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l
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h
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近
日
臨
時
号
含
発
行

昭
和
二
十
七
年
度
強
算
、
同
ニ
干
五
年
展
決
算
そ
の
他
は
三
用
品
川
田
市
鶴
舎
で

酸
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
涯
く
と
れ
を
掲
載
し
て
木
紙
臨
時
粥
を
捜
行
し
ま
す

風
邪
を
ひ
か
な
い
様
に
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分
無

け
ま
し
ょ
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書
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般
会
前

収
入
額
司
自
由
一
、
内
二
、
口
岨八
円
三
弘

文
凶
淑
苔
E

一、山口号車一
E

円-一一銭

差
引
出
回
盆
昔
、
軍
一
一
一
一
円
一
口
銭

な
お
決
以
の
白
山
刷
に
つ
い
て
は
、
近
く

先
行
の
臨
時
設
で
お
刈
ら
せ
数
レ
山
試
す

か
ら
御
覧
願
い
ま
す
。

今
月
の

ω蛍
競
輪
は
、
開
催
-
一
周
年
記
怠
と
レ
て
特
に
問
問
内
選
手
を
網
極
レ

て
群
町
悼
Mm
l
ピ
ー
と
し
、
女
子
盆
手
に
は
崎
山
胤
地
区
の
眠
障
努
選
手
も
加
わ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
目
取
り
は
次
の
湿
り
で
す
。

vm一
節
一
一
十
四
回
八
木
U

二
十
五
日
八
金
)
二
十
六
日
内
土
U

V
第
一
一
節
二
十
七
回
八
日
V

二
十
八
日
〈
月
)
二
十
九
日
ハ
蹴
凶
V

な
ほ
玄
月
は
一
一
十
四
回
か
虫
ハ
月

一
日
ま
で
、
次
の
濁
り
行
い
ま
す
。
-

V
第
一
節
二
十
四
凶
宝
)
一
ヱ
全
国
官
V

二
十
六
日
〈
月
〉

vm-一
節
一
一
一
十
日
ハ
命
)
三
十
一
日
ハ
土
U

六
封

一
日
円
臼
〉

ハ
品
開
エ
採
U

『
る
こ
と
に
な
り
ま
し
心
。

一

λ
区
'
口
の
州
民
.
必
ゐ
ι山
は
、
涜
任
っ
ほ

一

住
総
必
を
恐
慌
と
し
た
採
点
方
式
一
'
~

一

よ
り
混
沌
決
逗
レ
、
同
点
A
争
以
。

一
場
合
に
限
り
拍
せ
ん
で
決
定
し
ま
す

七
七
香
川
に
五
一
戸
、
山
凶
O
ド
一
右
ゅ
う
ち
萩
凶
の
二

O
戸
及
び
山
一
掃
心

開問設
し
一
二
月
二
十
二
日
か
む
-
一
十
五
川
一
の
五
戸
は
四
川
上
旬
入
居
で
き
る
一
之
£

ま
で
巾
込
を
受
付
け
ま
レ
た
が
.
申
込
一
で
す
が
、
吉
伸
山
八
五
凶
軍
吉
一
五

お
合
室
白
九
十
八
名
に
じ
ま
し
に
一
戸
は
五
月
上
旬
出
会
と
な
る
ほ
去

の
で
、
三
十
一
日
か
、

u
m
q泣
け

主

去

と

で

す

。
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建

築

io

境
問
問
朗
資
を
行
い
、
入
居
日
中
包
決
定
す
一

一白川
M
群
馬
、ダ
ー
ビ
ー

挙一
行

一

六

十

九

軒

に

な

フ

た

一一

一

市
内
の
民
皆
米
同
盟
さ
ん
一
一

本
一
引
の
民
鈴
木
口
出
さ
ん
円
主
渡
良
泌
小
一
新
し
い
登
鋭
に
ぶ
い
て
栄
務
を
始
め
ま

資
販
由
業
活
U

は
、
先
月
立
銀
が
行
か
一
ナ
。
ハ
商
工
諜
U

れ
、
そ
の
結
巣
従
世
恨
の
六
十
一
利
が
、

一

萩
町
一
七
一
審
地
に
二

O
戸
、
告
側
一
六
ト
九
肝
に
淘
加
し
ま
し
た
が
、
い
よ
一

町
八
五
四
署
地
に
一
五
戸
、
同
町
九

一
/
¥
四
月
一
日
か
ら
こ
れ
O
の
業
局
が
，

市
営
住
宅
四
十
戸

入
尉
は
今
月
上
旬
か
ら
五
回
刀



司静

の
起
り
目
仰
い
李
動
で

一
審
の
犯
罪
と
火
災
を

一

.

防

ぎ

ま

し

ょ

う
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…v・i-
在
外
聞
の
開
会
事
く
、
そ
の
た
め
、
室
奇
い
に
シ
テ
ゃ
れ
た
・
:
・
ム
一

一

vi---り
、
ス
リ
に
あ
っ
た
り
、
火
の
不
始
末
か
わ
火
-
h

を
起
し
て
、
J

市
住

mi---A
一

一
マ・
2
込
書
け
に
な
る
よ
う
な
災
難
に
あ
い
李
。

堅

苦

犯

罪

率

で
・・
:
・
ム
一

一
V
1
1
あ
る
た
点
ほ
、
火
災
の
容
で
も
あ
り
ま
ず
か
ら
、
ご
う
し
た
と
と
の
な
・・:
・
ム
一

一

v・i
・-
い
去
、
非
注
打
数
し
ま
し
ょ

う

寝

室

v
・g
・--今
一

6 甥

小
。
ヵ
ギ
内
掛
け
万
が
q
h

雲
-
一
で
あ
っ
一

(
火
事
〉

号
、
議
り
に
よ
品
ん
で
な
い
冷
一
す
か
ら

め
に
、
議
ね
ら
い
に
は
い
ら
れ
た
例

一

費

削

の

際

は

は

、

主

義

詰
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沢
山
あ
り
ま
す
。
外
出
山
市
で
な
く
と
一一

宋
を
す
る
乙
と
.

も
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帯
雨
左
認
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れ
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警
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塁
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一
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事
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一
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す
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と
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り
ま
す
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れ
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け

富
軒
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下
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災
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く

2
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湾
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風
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均
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る
と
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を
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。
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葉
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春
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嘆
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さ
を

台
な
し
に
す
る
樵
離
と
火
災
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